
センターほのぼの通信

☆2018年度は「福祉」をテーマに、登録団体さんの取り組みを紹介します。
で検索してくださ

内　容：ワード２回コース（Office2016）
            図形描画を使って花などを描く学習
対　象：文字入力できる方
日　時：2019 年２月２７日(水)
            2019 年 2月２８日(木)
　　　　時間は両日とも９：３０～１２：３０
場　所：中央公民館 3階講習室
費　用：2,000 円（テキスト代込）
申込先：090-8591-6317
（いきいきパソ支援ネット 平林・18～21時）

2月度パソコン講習会

第20回社会貢献基金助成公募

主　催：一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
期　限：2019 年 2月28日（木）（必着）

当日消印有効
金　額：上限 200万円
　　　　総額およそ1,000万円を目途
問合せ：03-3596-0061
 　　　（一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団）

平成30年度下期　障害児者に
対する自立支援活動への助成募集

2018年度 公益財団法人
ノエビアグリーン財団 助成事業

活動に役立つ

助成金・講習会
Information

制作：NPO法人コミュニティサポートあやせ

ブタッコリ～ブタッコリ～

市民活動センターあやせ 情報紙
2019年（平成 31年） 2 月　50 号（年４回発行）

　子どもの成長にはたくさんの人たちとの関わりが大切であり、地域でのいろいろな人の眼差しの中
で育つことで「一人じゃない」と感じ、親も子も安心して暮らすことができると信じる「ぱくぱく食堂」
のみなさん。食べることを通して、人との関わりをつなげたいという思いから、生活クラブあやせセ
ンター内で、2017年 10月から、子どもやその家族へ廉価で食事を提供する「ぱくぱく食堂」を開き
はじめました。そこでは温かい雰囲気の中で食事や交流を楽しむことができましたが、「もっと地域
の方々に知ってもらい、人の輪を広げたい」と感じ、2018 年 1 月からは公共施設の綾瀬市保健福祉
プラザで開くようになりました。
　また、学習支援の場へのおやつの提供も同年 10 月から開始。孤立しがちな外国籍の親子にも、
地域からのささやかな”温かい気持ち”が届けられたらいいなとメンバーは話しています。この活動は、
地域の方々や生活クラブの生産者の方々からの食材の提供をいただき、開催されているそうです。
　スタッフも少しずつ増え、活動が活性化している「ぱくぱく食堂」。これからも、地域と連携しながら、
「人と人をつなぎ、安心できる居場所の実現を目指していきたい」と熱い想いを話してくれました。

【直近の活動日：2月22日（金）・3月1日（金）・3月15日（金）】
【活動場所：綾瀬市保健福祉プラザ】

連絡先：080-7825-9185
 pakupakushokudou@gmail.com

市民活動センターあやせ

TEL＆FAX ：
E メ ー ル ：
開 館 時 間 ：
休 館 日 ：

０４６７-７０-１２３２
ayasenposc@gmail.com
9：00～ 22：00
火曜日、毎月第３水曜日、年末年始

〒252-1107 綾瀬市深谷中1-3-1中央公民館内

※ホームページで最新情報を発信しています。
　「市民活動センターあやせ」で検索してください。 登録団体数 ： １5２ 団体（２０１９年 1月現在）

我が家の近くの綾南公園には良く散策に行く。
ユリカモメやマガモ、池の周りの湿生植物、
子どもたちの遊ぶ声など、ほっとする公園の
一つ。その中を流れる蓼川の上に一つの橋が
架かっている。その名は「ふれあい橋」なか
なかいい名前です。「橋」を辞書で引くと、
【橋を渡す】＝橋渡しをする、関係をつける、
中立をする、などの記述がありました。
市民活動の拠点として平成１７年 7月に開設さ

あやぴぃあやぴぃ

主　催：公益財団法人ノエビアグリーン財団
期　限：2019 年 2月28日 ( 木）
金　額：上限300万円
問合せ：03-5568-0305
  　       （公益財団法人ノエビアグリーン財団）

主　催：公益財団法人洲崎福祉財団
期　限：2019 年 2月28日（木）（消印有効）
金　額：上限額 200万円
　　　　総額1,000万円予定
問合せ：03-6870-2019
　　　　（公益財団法人洲崎福祉財団）

＊これらの情報は市民活動センターあやせに掲示している情報です。最新の情報や募集要項など、詳細に
　ついては当センター（下記）までお問い合わせください。

発行：市民活動センターあやせ

れた「市民活動センターあやせ」、団体相互の
交流をはじめ、助成金やイベント情報の収集・
提供、事業企画や運営の相談などを行ってい
ます。これらの情報を市民活動団体・市民の
皆さんにお伝えするために、平成１８年 4 月に
「あやせの市民活動をつなぐ情報紙」として「き
らめき」創刊号を発行、以来１３年、発行に
携わった方、情報提供を頂いた団体の皆様、
多くの方のおかげで、今回、第５０号を発行
することが出来ました。　　　　(黒田 )

子ども達が幸せに生きられる地域づくりを目指して
―みんなで楽しく食べよう！！ぱくぱく食堂―

「地域や社会のために何かしたい…」
そんな思いを形にしたくなったら
是非相談してみてください！



あやせの市民活動情報

綾瀬市手話サークルあやの会（藪崎千枝会長）
が、今年度の「障害者の生涯学習支援活動」
に係る文部科学大臣表彰を受賞し、12 月 19
日、古塩政由市長と人見和人教育長を表敬訪
問しました。障害者の生涯学習支援活動の普
及 及び 発展のため尽力し、他の模範となる顕
著な成果を挙げたことに対して文部科学大臣
から表彰されたあやの
会のみなさん。「今後
も聴覚障がい者といろ
いろな活動や学びの
場を提供していきた
い」と話していました。

12 月1日、中央公民館であやせ伝統文化生け
花親子教室（福谷千代子代表）主催のいけ花
親子教室が開催され、親子 45 人が参加しま
した。子どもたちは短時間で、クリスマスをイ

表敬訪問時の記念撮影 若き才能が綾瀬の舞台で開花

親子生け花教室

かながわ歴旅スタンプラリー開催中 早園地区センターまつり実行委員会（登録NO.151）
設立年月日
活動 分 野
活 動目的
活 動 内容
代 表 者

2018 年 9月15日
まちづくり・子どもの健全育成
早園地区センターまつりの開催
発表、展示
佐久間　昌代　　　　問い合わせ　080-1149-0372

新 規 登 録 団 体 紹 介 紹介している団体は、２０１8年12月１日以降に登録した団体です。
登録を希望する団体は当センターまでご連絡ください。

中村地区センターまつり実行委員会（登録NO.152）
設立年月日
活動 分 野
活 動目的
活 動 内容
代 表 者

2018 年 ９月22日
社会教育・まちづくり・学術、文化、芸術、スポーツ
中村地区センターまつりの開催
中村地区センターを利用しているグループの活動発表を行う
古山　豊　　　　　　問い合わせ　090-2620-3446

あやの会が文部科学大臣賞を受賞

若い演奏家を発掘し、才能のある音楽家を育
てる目的で活動している「文化芸術育成プロ
ジェクト」のコンサートが 12 月 23 日、オー
エンス文化会館大ホールで開催されました。
大ホールという大きな舞台で演奏するピアニ
ストたちは、緊張した中にも日頃から練習を
重ねてきた曲目を披露し聴衆を魅了しました。

将来音楽家を目指し
ている子どもたちに
とって、夢の第一歩
となるコンサートと
なっていました。

メージした生け花
に仕上げました。
どの作品にも、子
どもたちの心の豊
かさと無限の想像
力を感じました。

子どもたちの自然体験を行う「地球チャイル
ド」が、1月 20 日に南部ふれあい会館で、
豆腐作りを行いました。市内の畑で実った
大豆をミキサーにかけて作ると、お豆のやさ

綾瀬産大豆でお豆腐作り

しい香りが広がりまし
た。出来立ての豆腐を
試食すると「とっても
美味しい」と参加者は
大人も子どもも歓声を
あげていました。

お豆腐はこうしてできるんだ！

母子の「ぱくぱく食堂」へどうぞ
子どもとお母さんのための食堂「ぱくぱく食堂」
が２月 22 日（金）12:00 から 14:00 まで、
綾瀬市保健福祉プラザ2Fで開かれます。
会費は大人 400 円、子ども 100 円。時間内
の都合の良い時に参加できます。食事は 30
皿分です。
事前に名前・人数・連絡先を下記連絡先まで
伝えてください。当日参加も可です。
申込み・問合せ：☎080-7825-9185 または
Mail：pakupakushokudou@gmail.com

「かながわガイド協議会」に加盟している団体
が開催するイベント「かながわ歴旅スタンプラ
リー」が2月28日(木 )まで開催中です。キャ
ンペーン対象ツアーに参加するともらえるスタ
ンプを３つ集めると、抽選でオリジナルグッズ
が当たります。
綾瀬市内では綾瀬市史跡ガイドボランティアの
会の「渋谷氏コース」が対象です。ガイドの
申込は市民活動センターあやせへお申し込みく
ださい。
問合せ：☎0467-70-1232( 当センター )

みんなで華道にチャレンジ

12 月 9 日、綾瀬市保健福祉プラザで「あやせ
地域づくりカレッジ フォローアップ講習」が開か
れ、市民 33人が参加しました。
地域課題の掘り起しや地域福祉活性化の継続的
な学習機会を設け、福祉のまちづくりを実践す
る人材育成を目的に昨年度から取り組んでいる
「あやせ地域づくりカレッジ」。今回は受講者と
一般参加者を募り、基調セミナーと綾瀬市内の

地域福祉の課題解決へさらなる一歩

平素は市民活動センターあやせの活動に、深い
ご理解とご協力を賜り誠に有難うございます。
今回、情報紙「きらめき」は、皆様のご協力を
重ねて５０号（記念号）を発行する運びとなりま
した。厚く御礼申し上げます。
志高き綾瀬の市民活動団体の活動は、年々大き
な盛り上がりを見せております。当センターのご
登録数は 150 団体を上回り、ご利用者数は年 1
万名を超えました。こうした需要増を踏まえ、当

来場をお待ち申し上げております。
皆様の活動が、多くの市民の皆様とともに大き
なウェーブを産み、全ての事業が成功裏に終
わりますよう心からご祈念を申し上げ、ご挨拶
とさせて頂きます。

NPO法人コミュニティサポートあやせ
理事長　松村孝徳

「きらめき」が50号となりました！
ワタクシゴトですが ・ ・ ・ センターでは印刷設備やミー

ティングスペース、カフェコー
ナー等を整備し、活動のホッ
トスポットとなる様にスタッフ
一同、準備を整えて皆様のご

活動団体の成功事例
紹介を行いました。セ
ミナーでは認知症予
防にも役立つと言われ
る「回想法」につい
て講義を受け、かつて経験したことを思い巡らす
回想法のミニ体験。また昨年度受講者による近況
報告ではそれぞれの思いなどが語られ、お互いに
応援メッセージなども送られていました。

講習中の様子

コンサートの様子


